
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなのしあわせを創る杉並の教育 

校長  小松 進一  

道
徳
科
の
授
業 令和３年度 １２月号 

 一 杉並区教育ビジョン 2022 一 

 杉並区教育委員会では、平成 24 年（2012 年）

に「杉並区教育ビジョン 2012」を策定し、「共に学

び共に支え共に創る杉並の教育」の実現を目指し、

生涯にわたり誰もが共に学び支え合い、明日の杉並

を創り出せるよう、学校（園）や教育行政関係者の

みならず、多くの保護者や地域住民が学校の運営に

参画し、学校を支援し、地域に子どもの学びの場を

創る区民の輪を広げる努力をしてきました。 

 このたび、令和 3 年度（2021 年）に「教育ビジ

ョン 2012」の終期を迎え、また、区の新たな基本

構想が策定されることを受け、令和 4 年度から概ね

10 年程度を期間とする「教育ビジョン 2022」を

策定しました。 

 策定にあたっては、多くの区民、特に子どもたち

の声を聴きとりました。子どもたちからは、「みんな

楽しくしあわせに暮らせるまちになってほしい」「み

んながやさしいまちになってほしい」など、それぞ

れが思い描く未来に向けた言葉とともに、「ほかの人

のために自分から行動できる大人になりたい」「いろ

いろな意見を受け入れられる大人になりたい」とい

った言葉が寄せられました。また、社会の大きな変

化を受け止め、新しい教育の在り方を考えたとき、

一人ひとりが自分らしく生きるという、人としての

尊厳を尊重するとともに、多様性（ダイバーシティ）

と社会的共生（ソーシャルインクルージョン）を基

本に据えました。 

一方で、今日のような社会の転換期にあたっては、

明確な将来像を描くことが困難となり、これまでの

ような 10 年後の社会を見据えたあるべき姿を描く

ことは難しく、さまざまな変化の脅威そして時代の

要請にしなやかに対応していくことが大切であると

考えました。 

 

このような策定にあたっての基本的な考え方のも

とに、「教育ビジョン 2022」では、「みんなのしあ

わせを創る杉並の教育」を新たに掲げ、子どもも大

人もすべての人が、生涯にわたって、学び合い、教

え合い、かかわり合う教育の当事者として、次の 5

つの視点を定めました。 

１ 子どもの思いを尊重する 

２ ちがいを受け入れる 

３ 対話を大切にする 

４ 学びの成果を贈り合う 

５ 社会を創る当事者として考える 

「すべての人に教育を」(Education for All)という

考え方の上に、「みんなが共に教育を創る」

(Education by All)当事者となり、「みんなのしあわ

せを創る杉並の教育」を豊かに育て続けることによ

って、誰もが自分らしく生きることができる「みん

なが創るまち」(City by All)の実現につなげていきま

す。（『杉並区教育ビジョン 2022』令和 3 年 11 月より抜粋） 

 今後は、「教育ビジョン 2022」の具現化を目指し

て「共に尊重し大切にしたいこと」「一人ひとりが教

育の当事者として心がける視点」を踏まえた教育活

動の展開を図りますので、保護者の皆様と地域の皆

様には、引き続き、ご理解とご協力をお願い申し上

げます。 

一 ２学期終業式を迎えるにあたって 一 

緊急事態宣言が解除された１０月からは、予定し

ていた大きな行事（合唱祭、１・２学年校外学習）

を実施することができました。生徒の皆さんは、そ

れぞれの行事にまじめに一生懸命取り組み、その経

験が大きな成長につながりました。保護者の皆様に

は、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき感

謝申し上げます。今年一年間、ありがとうございま

した。来年もよろしくお願いいたします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナ禍のために見合わせ 
ていた学校公開。感染状況を 
見極め、10月の土曜授業を 
保護者様限定で、今年度初公 
開しました。感染防止対策と 
して、廊下からのみのご参観 
といたしましたが、平素の教 
育活動の一端をご覧いただけたのではないかと思います。 

２年生中心の生徒会活動の 
船出となる『生徒総会』。活 
発な議論、質疑応答が繰り広 
げられ、東原中生徒会の伝統 
がしっかり次の代に受け継が 
れたことを確信しました。 
 「異年齢の生徒同士で協力 
し、学校生活の充実と向上を図るための諸問題の解決に
向けて、計画を立て役割を分担し、協力して運営すること
に自主的、実践的に取り組むことを通して、人間関係をよ
りよく形成するなど、様々な資質・能力を育成することを
目指す。」―副校長あいさつの中でふれた「生徒会活動の
目標」です。学びの多い活動にしていきましょう。 

《２学期末から３学期始までの主な予定》       
１２月 

○２３日（木） 大掃除 

○２４日（金） ２学期終業式、安全指導、クリーン作戦 

○２５日（土） 冬季休業日始 

○２９日（水） 学校閉庁日始  

令和４年 1 月 

○ ３日（月） 学校閉庁日終 

○ ６日（木） 冬季休業日終 

○ ７日（金） 始業式、安全指導 

 

 

 

○ ８日（土） 土曜授業 

薬物乱用防止セーフティ教室(３年) 

○１１日（火） ふれあい週間始 

        自転車安全利用講習会（再延期後） 

○１２日（水） 都立推薦出願始(3 年)、職員会議 

○１３日（木） 避難訓練 

〇１４日（金） 百人一首大会、ふれあい週間終 

○１７日（月） 生徒朝会、専門・学校委員会 

        都立推薦出願終 

9/24(金)生徒会役員選 
挙が行われ、生徒会活動の 
中心は３年生から２年生へ 
バトンタッチされることと 
なりました。選挙当日はま 
だ緊急事態宣言下にあり、 
全校生徒が体育館に集まる 
ことができず、立会演説会の内容はオン 
ラインで各クラスに配信されました。プ 
ロジェクターから映し出された映像にも 
かかわらず、各候補者の演説が終わる度に、どの教室からも
温かい拍手が沸き上がります。東原中の生徒たちの優しさ
と思いやりを感じる瞬間でした。 

『放課後スタディ』～学校支援本部～ 
①10/4(月) ～/5(火) ②11/11(木)～/15(月) 

『土曜授業・学校公開』10/9(土) 

『生徒総会』10/20(水) 

『生徒会役員選挙』9/24(金) 

『杉並区中学校連合文化祭』11/6(土)～/8(月) 

緊急事態宣言が明け、『放 
課後スタディ』が再開されました。『放課後スタディ』は、定期
考査前の放課後、学校支援本部の皆様に、希望する生徒の自習の
見守りをしていただく取組です。生徒たちは自分自身で学習の
課題を決め、黙々と真剣に学習していました。 

※既に学校だよりでご紹介済み
の行事等を除きます。 

２年ぶりの開催となった『中学校連合文化祭』。本校からは、
代表生徒による美術科と家庭科の作品が出品されました。創意
工夫を凝らし、鮮やかに彩られたこれらの力作は、元杉並第四小
学校の展示スペースに上記の期間、展示されました。 

２学期後半のご紹介は、PART2（１月号）に続く 

 

※ 校地内への立入りは 
できません 

 
   


